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 要  旨 
近年、次世代無線通信方式として UWB(Ultra Wideband)に代表される広帯域無線通信方式が
注目されている。アンテナは無線通信において、アンプ・フィルタ等と共にキーデバイスの 1 つ
として挙げられ、UWB 等の広帯域無線通信に対応するアンテナの研究が昨今盛んに行われてい
る。本研究室では、既に自己補対型アンテナによって UWB に対応したアンテナを実現し、小型
化に対しても研究を進めてきた。本研究では、この自己補対型アンテナとは形状の異なる新たな
広帯域アンテナを提案し、試作によって良好な特性が得られたので報告する。 
 アンテナの比帯域幅は Q 値の逆数で与えられる。アンテナの Q 値とはアンテナのリアクティブ
エネルギーと放射電力の比の比例関数であり、リアクティブエネルギーが小さくなれば Q 値もそ
れに比例して小さくなる。その結果、比帯域幅が広がりアンテナを広帯域化できると考えられる。 
今回、同一な 2 つのダイポールアンテナを中心点で直交させて配置し、両アンテナ間に 90°の
位相差を持たせて励振する事で、アンテナのリアクティブエネルギーが 0 になることを
Poynting’s Theorem から導き出した。リアクティブエネルギーが 0 になれば、理論上では比帯域
幅は無限大となる。したがって、直交させたダイポールアンテナに位相差給電を行うことで、ア
ンテナを広帯域化できるのではないかと考え、試作によって評価した。 
試作したアンテナの内、位相線路を同方向に付加した試作では-10[dB]比帯域幅 89.5%を実現し
た。位相線路を付加しない試作、すなわち位相差を付けずに直交したダイポールアンテナを励振
した場合の比帯域幅が 60.8%であったので、およそ 30%の改善が得られた。また、位相線路を同
方向に付加した試作の放射パターンでは、5～8[GHz]においてオムニ指向性が確認された。 
更に、位相差を付けるのではなく長さの異なるダイポールアンテナを直交させた場合に、長さ
の等しいダイポールアンテナを直交させた場合よりも、アンテナの入力リアクタンスが 0 に近付
くことをアンテナの入力インピーダンスを求めることにより確認した。ここで、アンテナのリア
クティブエネルギーと入力リアクタンスは対応することから、長さの異なるダイポールアンテナ
を直交させることによってもアンテナを広帯域化できると考え、試作によって評価をした。 
結果、20[mm]と 32[mm]のダイポールアンテナを直交させた試作によって、比帯域幅 78.9%を
実現し、アンテナの広帯域化が確認された。 
 
